
童
謡
「
早
春
賦
」
の
歌
詞

さ
な
が
ら
の
２
月
６
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
国
労
大

阪
会
館
に
て
第
61
回
女
性
部

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

労
連
か
ら
の
要
請
は
４
人

で
し
た
が
、
当
日
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
阻
ま
れ
府
本
部
女

性
部
か
ら
は
３
人
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。
開
会
挨
拶
の

あ
と
全
労
連
女
性
部
事
務
局

長
寺
岡
さ
ん
の
「
女
性
差
別

撤
廃
委
員
会
日
本
審
査
報
告

に
つ
い
て
」
の
ズ
ー
ム
に
よ

る
ミ
ニ
学
習
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
の
審
議

に
む
け
た
取
り
組
み
の
報
告
・

活
動
等
。
国
内
で
は
、
男
女

賃
金
格
差
・
職
場
に
お
け
る

男
女
平
等
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
な
い
社
会
の
実
現
な
ど
多

岐
に
亘
る
項
目
（
テ
ー
マ
）

で
の
報
告
で
し
た
。

●
大
阪
労
連
女
性
部
の
春
闘

討
論
集
会
＆
女
性
部
委
員
会

に
現
役
以
来
久
し
ぶ
り
に
参

加
し
ま
し
た
。
「
女
性
差
別

撤
廃
委
員
会
日
本
審
査
会
報

告
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

国
連
の
報
告
と
私
達
の
運
動

で
差
別
是
正
が
実
現
し
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

現
役
の
頃
を
思
い
出
し
な

が
ら
４
組
織
か
ら
の
発
言
を

聞
き
ま
し
た
が
、
日
本
の
労

働
実
態
は
世
界
か
ら
大
き
く

立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。
OB
・
OG
の
私
達

に
も
出
来
る
こ
と
を
と
署
名

用
紙
を
持
ち
帰
り
、
拡
げ
て

い
ま
す
。

Ｆ
・
Ｉ

当
日
は
日
本
海
側
で
は
大

雪
が
降
り
大
阪
も
大
変
寒
い

日
で
し
た
。
年
金
者
組
合
か

ら
も
数
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
現
役
の
人
た
ち
は

仕
事
終
了
後
夜
に
集
ま
る
訳

で
す
か
ら
頭
が
下
が
り
ま
す
。

先
ず
ミ
ニ
学
習
会
「
女
性

差
別
撤
廃
委
員
会
日
本
審
査

報
告
」
に
つ
い
て
、
全
労
連

女
性
部
事
務
局
長
の
寺
園
さ

ん
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
Ｉ

Ｌ
Ｏ
総
会
で
議
論
さ
れ
た
こ

と
。
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選

択
議
定
書
？
批
准
後
の
流
れ

な
ど
「
私
達
の
意
見
や
声
を

国
連
女
性
差
別
撤
廃
条
約
委

員
会
で
直
接
届
け
る
、
現
状

を
訴
え
る
（
発
言
持
ち
時
間

50
秒
）
と
い
う
厳
し
い
現
実
。

私
に
と
っ
て
は
雲
の
上
の
話

し
で
し
た
が

実
際
に
頑
張
っ

て
い
る
人
の
苦
労
を
知
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
次
に
大
阪

を
巡
る
情
勢
で
は
、
岸
和
田

教
祖
、
大
阪
私
学
教
組
、
自

治
労
連
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等

か
ら
厳
し
い
現
場
の
実
情
が

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
と
に
か

く
私
の
出
来
る
こ
と
は
署
名

集
め
、
そ
し
て
３
月
７
日

（
金
）
国
際
女
性
デ
ー
大
阪

集
会
に
参
加
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

Ｎ
・
Ｋ

私
た
ち
の
年
金
の
掛
金
が
核

兵
器
製
造
企
業
に
投
資
さ
れ

て
い
ま
す

驚
き
ま
し
た
。
核
兵
器
廃

絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｍ
）
と
オ
ラ
ン
ダ
の
平

和
団
体
「
Ｐ
Ａ
Ｘ
」
が
2
月

18
日
、
核
兵
器
製
造
企
業
と

こ
れ
ら
の
企
業
に
投
資
す
る

金
融
機
関
に
関
す
る
報
告
書

を
発
表
し
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
金
融
機
関
の
中
に
、
日

本
の
年
金
基
金
を
運
用
す
る

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立

行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
も

約
29
億
ド
ル
の
投
資
を
行
っ

て
い
る
と
指
摘
し
た
と
い
う

の
で
す
。

私
た
ち
は
、
年
金
切
り
下

取
り
消
し
裁
判
で
「
年
金
切

下
げ
を
せ
ず
巨
額
に
な
っ
た

年
金
積
立
金
を
取
り
崩
す
べ

き
だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
が
、

裁
判
所
ま
で
も
「
現
役
世
代

の
保
険
料
の
税
負
担
能
力
は

減
少
す
る
一
方
で
、
支
給
す

べ
き
年
金
の
総
額
は
増
大
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
」
の
一

言
で
取
り
崩
し
の
道
を
選
択

し
な
か
っ
た
事
が
不
合
理
ま

で
は
言
え
な

い
と
し
て
、

原
告
の
主
張

を
切
り
捨
て

て
い
ま
す
。

世
界
に
眼
を
転
ず
れ
ば
、

２
０
２
１
年
に
核
兵
器
禁
止

条
約
が
発
効
し
て
以
来
、
投

資
額
は
全
体
で
23
％
に
減
少

す
る
程
に
「
核
兵
器
禁
止
条

約
の
存
在
」
は
核
戦
争
の
道

へ
の
抑
止
力
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
の
で
す
。
融
資
を
行

う
ト
ッ
プ
10
に
は
米
国
企
業

が
占
め
て
い
ま
す
が
、
こ
と

も
あ
ろ
う
に
「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
」
の
日
本
の
3
銀

行
が
名
を
連
ね
て
い
る
の
も

驚
き
で
し
た
。
み
ず
ほ
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
（
約
１
１
４
億

ド
ル
）
、
三
井
住
友
銀
行

（
約
１
０
４
億
ド
ル
）
、
三

菱
U
F
J
銀
行
（
約
90
億
ド

ル
）
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
事
態
に
年
金
者
組
合

は
物
申
さ
な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
う
の
で
す
。
い
か
が

で
す
か
。

渡
辺

和
恵

２０２５年３月１５日(土曜日) 年金者しんぶん大阪 第４２３号（６）

お
知
ら
せ

第
9
回
女
性
部
委
員
会

令
和
７
年
3
月
19
日
13
時
30

分
～
グ
リ
ー
ン
会
館
6
階

宣
伝
行
動

午
後
12
時
45
分
～

13
時
15
分

「
天
満
天
神
繁
昌
亭
」

上
方
落
語
鑑
賞

多
数
の
お
申
し
込
み

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
２
月
21
日
（
金
）
に

３
月
15

日
（
土
）
の
〆
切
を
待
た
ず
定

員
に
達
し
ま
し
た
の
で
誠
に
申

し
訳
有
り
ま
せ
ん
が
募
集
を
打

ち
切
り
、
各
支
部
に
は
、
本
部

Ｐ
Ｃ
か
ら
メ
ー
ル
に
て
連
絡
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

文
化
行
楽
部
よ
り

i
２
０
２
５
年
春
闘
討
論
集
会

第
61
回
女
性
部
委
員
会

感
想

厳しい現状を報告する

労連女性部書記長


